
超
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、

そ
の
生
産
性
を
維
持
す
る
方
法
の

一
つ
と
し
て
「
健
康
経
営
」
の
取

り
組
み
が
、
大
企
業
を
中
心
に
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
日
本
の

４
２
１
万
企
業

の

９
９
．
７
％

は
中
小
企
業
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
生
産
性
維
持
、

向
上
の
観
点
か
ら
も
中
小
企
業
の

健
康
経
営
の
実
践
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

岡
山
は
健
康
経
営
の
関

心
が
高
い
！

岡
山
は
経
産
省
が
推
進
す
る

「
健
康
経
営
優
良
認
定
制
度
」
で

認
定
さ
れ
る
企
業
数
が
、
地
方
と

し
て
は
最
も
多
い
県
で
あ
り
、
健

康
経
営
の
関
心
が
高
い
県
と
言
え

ま
す
。

そ
こ
で
、
県
内
中
小
規
模
法
人
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
健
康
経
営
に
関

心
を
持
ち
、
取
り
組
み
を
促
進
、

充
実
し
て
い
く
た
め
に
も
、
法
人

有
志
が
連
携
し
て
広
く
県
内
外
の

情
報
、
事
例
等
の
収
得
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
し
た
。

OKAYAMA
KENKO
KEIEI WO
KANGAERU
KAI 2023年創刊号

岡山健康経営を考え る会 会報誌

『
岡
山

健
康
経
営
を
考
え
る
会
』

OK 4C U S
岡山の健康経営にFOCUS

発
足
会
議
と
記
念
式
典

を
開
催

２
０
２
３
年
２
月
１
０
日(

金)

に
、

『
岡
山

健
康
経
営
を
考
え
る
会(

以

下
：
考
え
る
会)

』
が
、
発
起
法
人
5

社
を
含
む
会
員
企
業
・
団
体

３
２
社

で
発
足
し
ま
し
た
。

同
日

１
３
時
か
ら
の
発
足
会
議
に
お

い
て
、
『
考
え
る
会
』
会
則
の
確
認
、

代
表
と
な
る
会
長
の
選
任
、
発
足
宣
言

発
出
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
会
場
を
移
し
、
発
足
記
念
式
典
、

な
ら
び
に
記
念
講
演
と
し
て
東
京
大
学

大
学
院
特
任
教
授
の
中
川
先
生
を
講
師

と
す
る
「
が
ん
対
策
は
経
営
課
題
」
講

演
会
を
開
催
、
が
ん
対
策
と
健
康
経
営

の
関
係
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

２
月
１
０
日
に
発
足
！

３
２
の
会
員
企
業
で
活
動
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

東京大学大学院医学系研究科総合放射線腫瘍学講座
特任教授 中川恵一先生

右から：株式会社ニッカリ代表取締役杉本宏、株式会社コンケン代表取締役社長小橋諭吉、株式会社フジワラテクノアート
代表取締役社長藤原恵子(考える会会長)、セリオ株式会社代表取締役社長本郷旬、一般財団法人淳風会(事務局)稲岡 敬称略

健康経営優良法人認定制度とは？
地域の健康課題に即した取組や日本健康会
議が進める健康増進の取組をもとに、特に

優良な健康経営を実践している大企業や中
小企業等の法人を顕彰する制度です。

健康経営とは？
健康経営とは、従業員の健康増進を重視し、健康管理を経営課題として捉え、
その実践を図ることで従業員の健康の維持・増進と会社の生産性向上を目指

す経営手法のこと

岡山では466社が認定を受け、 16社がブライト500を取得しており、その数
も他県をはるかに上回っています。『岡山健康経営を考える会』会員企業・
団体では、24社が認定、4社がブライト500を取得されております。

そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
施
策
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
支
障
の
無
い
範
囲
で
共
有

し
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
共
通
の

課
題
に
つ
い
て
は
共
同
検
討
の
機

会
を
設
け
て
、
岡
山
の
状
況
に

マ
ッ
チ
し
た
施
策
開
発
、
改
善
を

目
指
す
べ
く
、
今
般

『
岡
山

健

康
経
営
を
考
え
る
会
』

の
設
立
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
全
国
で

も
珍
し
く
、
先
進
的
な
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

『
岡
山

健
康
経
営
を
考
え
る
会
』

は
企
業
と
働
く
従
業
員
の
健
康
な

ら
び
に
幸
せ
を
願
い
皆
で
学
び
、

皆
で
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
岡

山
の
企
業
の
発
展
と
地
方
発
の
健

康
経
営
の
在
り
方
を
全
国
に
発
信

し
ま
す
。

株式会社荒木組
オーエム機器株式会社
オーエム産業株式会社
岡山ガス株式会社
一般社団法人岡山県商工会議所連合会
株式会社岡山スポーツ会館
株式会社カートップ
カシスコミュニケーション株式会社
カジノン株式会社
片山工業株式会社
菅公学生服株式会社
関西プラスチック工業株式会社

倉敷レーザー株式会社
★株式会社コンケン
桜田工業株式会社
有限会社三協鋲螺
山陽環境開発株式会社
シーアール物流株式会社
★一般財団法人淳風会
★セリオ株式会社
ダイヤ工業株式会社
株式会社竹本商事運輸
株式会社タック
にいみ清掃株式会社

★株式会社ニッカリ
ネッツトヨタ山陽株式会社
備商株式会社
備前化成株式会社
藤クリーン株式会社
★株式会社フジワラテクノアート
双葉車輌株式会社
水島運搬機株式会社

＜3月15日入会＞
株式会社岡山高島屋

会員企業33社 (2023年4月現在) 50音順 敬称略

会 員 企 業 随 時 募 集 中 ! !

『岡山健康経営を考える会』事務局：一般財団法人淳風会
岡山市北区大供2-3-1   TEL：086-226-2666(代表)

❶法人・団体名 ❷業種 ❸従業員数 ❹代表者・担当者 ❺連絡先 ❻加入健保
❶～❻を以下のアドレスまでご連絡ください

ok4@junpukai.or.jp

★発起法人

『岡山 健康経営を考える会』とは？

「健康経営」はNPO法人健康経営研究会により商標登録されています
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P1

発
足
会
議
と
記
念

式
典
を
開
催

発
足
記
念
式
典
で
は
、
事
務

局
か
ら
の
『
考
え
る
会
』
の
発

足
に
至
っ
た
背
景
や
目
的
、
そ

し
て
活
動
方
針
な
ど
を
発
表
。

『
考
え
る
会
』
会
長
の
藤
原
会

長
よ
り
発
足
宣
言
の
ほ
か
に
、

来
賓
と
し
て
全
国
健
康
保
険
協

会
岡
山
支
部
支
部
長
の
國
定
様

よ
り
、
『
考
え
る
会
』
の
発
足

と
今
後
の
発
展
に
対
す
る
期
待

な
ど
の
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
に
は
『
考
え
る

会
』
会
員
企
業
・
団
体
に
加
え
、

一
般
聴
衆
者
４
０
名
が
参
加
。

従
業
員
の
が
ん
発
症
が
経
営
課

題
に
直
結
す
る
こ
と
、
そ
れ
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
方
策
と
し

て
の
健
康
経
営
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
の
早
期
発
見(

が
ん

検
診)

支
援
の
有
効
性
な
ど
、

考
え
る
会
の
ロ
ゴ
と

会
報
誌
名
が
決
定
し

ま
し
た
！

• 「O」と「K」と「４」を組み合わせ
• あと一歩(一本を足す)の努力で地方の星となるイメージで構成
• カラーは岡山を連想する桃色を採用、柔らかさと葉の躍動感を緑で表現

4

月
1

日
よ
り

本
格
始
動
！

『
岡
山
健
康
経
営
を
考
え
る

会
』
は
、
い
よ
い
よ
２
０
２
３

年
4
月
1
日
よ
り
具
体
的
な
活

動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
年
間
の
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

【
総
会
】
年
2
回

上
期
総
会
8
～
9
月
上
旬
・

下
期
総
会
3
月
中
旬

【
講
演
会
】
年
2
回

講
演
会
、
総
会
と
同
時
開
催

【
企
業
訪
問
】
年
2
回

5
月
・
11
月

【
会
報
誌
】
年
4
回
の
発
行

4
月
・
7
月
・
10
月
・
1
月

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
日
程
詳

細
は
都
度
事
務
局
よ
り
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

記
念
式
典
と
講
演
会
に
は
山

陽
新
聞
、
岡
山
放
送(

Ｏ
Ｈ
Ｋ)

、

テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
や
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ

山
陽
放
送
な
ど
の
地
元
主
要
メ

デ
ィ
ア
も
取
材
に
来
ら
れ
、
同

日
夕
刻
の
報
道
や
、
翌
日
朝
刊

に
も
『
考
え
る
会
』
に
関
す
る

記
事
を
掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
注
目
度
は
低
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
露
出
が
、
会
員
企
業

で
働
く
従
業
員
や
そ
の
家
族
の

目
に
触
れ
る
こ
と
で
、
会
社
へ

の
帰
属
意
識
や
、
健
康
意
識
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
『
考
え
る
会
』
の
会
員

企
業
・
団
体
を
増
や
し
つ
つ
、

メ
デ
ィ
ア
も
巻
き
込
み
な
が
ら

少
し
ず
つ
露
出
の
機
会
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
岡
山
の
健

康
に
つ
な
が
る
大
き
な
流
れ
を

作
っ
て
い
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

会
員
企
業
・
団
体
の
皆
様
か

ら
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
に
関
す
る

ご
協
力
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

企
業
訪
問
第
一
回
に
つ
い
て

は
㈱
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト

様
の
ご
厚
意
を
賜
り
、
5
月
に

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
同
日
は
㈱
フ
ジ

ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
様
の
社
内

見
学
や
健
康
経
営
へ
の
取
り
組

み
紹
介
、
質
疑
応
答
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
発
意
に
基
づ
き
、

実
務
者
有
志
が
適
宜
集
ま
る

テ
ー
マ
別
分
科
会
、
ま
た
健
康

経
営
優
良
法
人
申
請(

健
康
経
営

度
調
査
票
の
書
き
方)

に
向
け
た

勉
強
会
も
企
画
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
勉
強

会
は
、
調
査
票
提
出
を
加
味
し

6
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

企
業
訪
問
及
び
分
科
会
開
催
に

関
す
る
詳
細
、
参
加
申
し
込
み

方
法
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第

事
務
局
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

©山陽新聞社 ©RSK山陽放送 無断複製・転載を禁じます
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中
川
先
生
の
実
体
験
も
交
え
て

分
か
り
や
す
く
解
説
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
考
え
る
会
と
し
て

は
こ
の
よ
う
な
外
部
講
師
を
招

い
た
講
演
会
な
ど
も
計
画
し
て

ま
い
り
ま
す
。

１．コロナ後、がん検診受診率が低下
２．がん検診受診率低下により、早期がんの発見が減り、進行がんが増えてしまった
３．がんについての知識の有無で運命が変わる
４．がんについて知らないことが最も「もったいない」
５．「酒は百薬の長」は間違い。飲むと飲まないでは「がん」になる確率が違う

【岡山健康経営を考える会宣言】

「がん対策は経営課題」より5つのポイント

厚生労働省「がん対策推進企業アクション」も参考にしててみください！

初
代
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
フ
ジ
ワ
ラ

テ
ク
ノ
ア
ー
ト
の
藤
原

で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
「
社
員
が
や
り
が

い
と
夢
を
持
っ
て
い
き

い
き
と
働
け
る
環
境
づ

く
り
」
こ
そ
が
自
身
の

役
目
と
の
想
い
で
、
２

０
年
以
上
試
行
錯
誤
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
、
同
じ
志
を
も
つ
皆

様
と
本
会
を
発
足
で
き

た
こ
と
が
大
変
喜
ば
し

く
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
会
で
は
、
勉
強
会

や
事
例
研
究
、
ノ
ウ
ハ

ウ
共
有
等
を
通
じ
、
ま

ず
は
県
内
企
業
の
健
康

経
営
へ
の
取
り
組
み
を

促
進
し
、
将
来
的
に
は

岡
山
発
の
健
康
経
営
モ

デ
ル
の
全
国
へ
の
発
信

も
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
何
卒
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岡山健康経営を考える会 会長あいさつ

詳しくは がんアクション

株式会社フジワラテクノアート
代表取締役社長 藤原恵子

「
岡
山
健
康
経
営
を
考
え
る

会
」
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
た

「O
kayam

a Ken
ko

Keie
iw

o
 

K
an

gaeru
Kai

」
の
頭
文
字
を

ベ
ー
ス
に
構
成
し
た
2
つ
の
パ

タ
ー
ン
の
ロ
ゴ
を
作
成
し
、
会

員
企
業
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
に
て
投
票
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

加
え
て
、
本
会
報
誌
の
名
称
に

つ
い
て
も
考
案
、
会
報
誌
名
は

「O
K

4C
U

S(

オ
ー
ケ
ー
フ
ォ
ー

カ
ス)

」
と
し
ま
し
た
。

岡
山
の
健
康
経
営
にFO

C
U

S 

す

る
と
い
う
意
味
で
す
。
ロ
ゴ
及

び
会
報
誌
名
に
愛
着
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

ま
た
会
報
誌
の
執
筆
の
協
力

を
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る
企

業
・
団
体
の
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

桃感UPの緑を入れるアレンジはセリオさん
からのアイディアです！
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